
さぎようダイ

で災絡している現場の伽i人別総合作業〆イヤは， 現場で行われ

る仕事を機準化して陥i人目 IJ . 1時間j別に割当てたものである。作

業lI~f開計算はこの作業ダイヤを物指し として，個人や俊|見lの仕

事を統制l監査しようとするものであって， つぎのような効朱を

ねらっている。

(1) あらゆる仕事に対して標準人工(にん く) .様準材料を設

定して，標準以fillilliIJ度の確立に一歩前進する。

(2) 計画仕事iii:に対する笑際仕事誌の遂行率によって，能率

的賃金制度への接近とこれによる職場士気の高湯に干寄与する。

(3) 適正な仕事金とこれに適応した要只の配置と，その効果

的な王JUfJ をはかる。

(4) 仕事の適正な号"IT!ii化とこれが執行との反省資料を縫供し

て，管理の統制手段として活用する。

2 作業時間計算の大要

作業時間計算の仕方 11..大!>>fつぎのような段階を経て行われ

る。 (1) 計画段階(基礎段階) (2) 笑施段階 (3) 反省段階

以上の各段階は次表のように制11分される。

作業時間計算の俄成図
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さぎようダイヤ 作業ダイヤ

1 X主義
他人別に作業の突rL~をとらえ，これをよりどころとし作業の

計図 ・ 笑施 ・ 検討 ・ 改善を行い，作業の能率化をはかる基礎的

計画資料である。

国鉄作業合型化の一環として業務運'~調査委員会が昭和1 23 ・

12 房総;線勝耳目駅で L作業時間調査の方法1 を笑験研究し， そ

のさいとらえた作業の突態を表現する方法に苦心し，個人別の

作業ダイヤを函lき表現した。これが作業ダイヤとして最初に作

成されたものである。

作業ダイヤは溜l論的な研究に平行して， 現場後関における試
行，一部管理者の自己後骸!管理に実施する等急速に発療を遂げ，

現在はより多くのものに活用範凶が鉱げられているようである。
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2 目 的現場磁l剥(以，後|刻区， 保線区等をいう)にお

ける能率J>'J上のための作業改~if.~ ， 作業人þlの別当て主Ii ffl. 労働

力の能率的発jílf等のためには作業の管迎を有効に災施せねばな

らなL 、。

そのため作業の分析を行い，際準化する とともに個人別分担

を基準化し総合運行せしめ，これを作業計画の基準とし，俊限l

全体の歩調を整え合理的な 1101人の1時間割を作る。この時間H!iUIJ;

l閑人別総合作業〆イヤである。

個人別総合作業ダイヤは，っきfのような自的をもつものであ

る。 (1 ) 作業の計画化と突休把i崖(はありをする 凶作業の

執行手l阪による管理統制U (3) 作業の毎日の具体的指導監督

(4) 各人に公平適正な作業の側当 (5) 職名をこえて作業の協

同化 (6) 磁関所要人員の過不足笑証。

この作業ダイヤを実施した管理者はその示される基準に従い，

全従事民の行動が正しいかどうかを段督する。作業にもし停滞

が生じたならば， ただちに原因を傑究して善処すればよい。

3 在E 類 作業ダイヤには作業の性質によって図に表わ

すものと，表と数値をも って表わすものとの 2 極類がある。

(1) 図によって表わすもの

A-1 L個人別作業〆イヤ1 は総合する以前の 11M人別の単純な

作業ダイヤである。

A-2 L個人別総合作業ダイヤ1 は{国人に計画的に作業を手liWi

よ〈組合わせて割当て，各人が同時的に歩調をそろえて作業の

できるよう青|理TIするものである(図 1) 。

A-3 L単位作業別作業〆イヤ1 は個人別総合作業ダイ ヤの一

部分の単位作業に対して鉱大して作るものωと ，技術区におい

て検査修繕等の作業のうち必援の作業に作るもの(B) との 2 俸が

ある(図 2(B)) 。

(2) 表と数値をもって表わすもの

B L年間総合作業計画表1 は毎日繰返す作業を除いて他の作

業全部に対する計画作業表で， 通常年間 l 日平均時間をもって

作成する。 A-2 の個人見IJ総合作業ダイヤのl時間と ，この音|図表

の時間との合計は 1 日 の作業機準時間にひとしくなければなら

ない(第 l 表)。

C L単位作業別作業計画表1 は技術区の検査修繕等の作業に

対して作られる。この作業の内容は， 作業の極類は同一であっ

ても毎日の手I1阪，作業時間の細部は毎日奥なる ものであって，

具体的には作業日以前に作業計画を， そのつど基本計図の示す

ところにしたがって作成し，作業終了後には必ず計画 と突絞比

較を行うのが常である。なおこの B + C昔|図表は広義の作業ダ

イヤに含める(第 2 表)。

4 作 成作業ダイヤは現場機関において管理者が管理!

の道具として用い，作業を総合的にl時間的に統制する計画表で

あることは前に述べたが，その作成にはっき.のような注意がま

ず必裂である。

(1) 勤務時間の有効な利用を図るこ と 。

(2) 作業に!!~FJl ・ むだ ・ むらをなく すること 。

(3) 個人作業時間の平均化を行う こと。

(4) 個人の作業のtill類性質などをそろえる。

作業ダイヤを作成するにはこれに先き立って作業時間(ノノレ

マ)の研究分析が必要であって，さらにつき.の潟査が完了して

おらねばならない。 (1) 業務分綴(単位作業， まとまり課業の

顕彰n (2) 作業時間および作業数盆。

これらができ上ったならば，つぎに職極別勤務時間，まとま

り稼業を毎日のもの としからざるもの とに区分する。

作業ダイヤは， ~佐カ旬、つどこで， どのような作業を行ってい




